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東濤会だより
芸術の秋に強いインパクト
《大文化祭：東濤会の美術展と音楽会》
[image: image2.bmp]東濤会の発足５０年を記念する大文化祭「美術展と音楽の集い」が去る１０月２日（日）から１０日（月）までの９日間、山形市の山形国際ホテルと文翔館議場ホール（旧県議会議事堂）で開かれました。
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絵画や彫刻、書道、陶芸のほか謡曲・仕舞、クラシック音楽、さらに三味線・尺八など、東濤会の会員諸氏が若い頃から取り組んできたり、リタイアしてから始めた趣味の世界は多種多彩。その作品発表と演奏会を併せた「芸術・文化の祭典」として、それぞれの“道”を披露し合ったものです。
《東濤会パワーに市民もびっくり》
美術展、音楽会とも１年ほど前から準備を始め、ポスターやプログラム制作、ステージの組み立て、客席の準備、音響設備の操作、さらには作品展示、受け付け、司会・進行など、すべて東濤会メンバーが手掛け、まったくの手作り文化祭でした。
秋は文化祭のシーズン。地域、学校、サークル活動など、それぞれの分野で様々な発表会が開かれます。しかし、高校の同窓・同期生が一堂に会し、自分たちの作品展や手作りコンサートを開くのは全国的にも珍しいこと。それを気負うことなく、さりげなく成功させてしまうのが東濤会パワーかもしれません。地元の芸術・文化関係者から注目され、東高同窓会まつりでも話題になったそうです。
《音楽会をＤＶＤに。美術展の作品は写真集に》
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音楽会や美術展の様子は記録として残すため、ＤＶＤと写真集（２１㌢×２１㌢・３４頁）にまとめられました。
ＤＶＤは渡邊宏一君の喜恵子夫人が音楽会の開演からフィナーレまでを収録してくださったもの。
写真集は東濤会だより編集委員の松永貴夫君と美術展の実行委員を務めた浦山宏君らが撮影した写真を集録しています。美術展に出品された作品のほか、音楽会のステージ写真も収められています。
希望者には文化祭実行委員会が有料で配布しています。音楽会のＤＶＤは①②合わせて５００円。写真集は1部２，０００円です。申し込み及び問い合わせは文化祭実行委員長の鈴木正朗君（０９０－１３７４－２４４９）へ。
《重厚な文翔館議場ホール》
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謡曲・仕舞やクラシック演奏、三味線・尺八のほかポピュラー音楽、オカリナ演奏、さらにナポリ民謡「オーソレミオ」など、多彩なステージで盛り上がった音楽会のタイトルは“皆で楽しむ音楽アラカルト”。この日に向けて発足した濤音会（代表：三浦剛君）の第１回演奏会として１０月５日（水）１３：３０から文翔館議場ホールで開かれました。
かまぼこ型にアーチを描く天井などが特徴の議場ホールは、かつての県議会議事堂。重厚な雰囲気の中にも大正ロマンの薫りが漂う会場でした。ステージを囲んだ客席は東濤会メンバーをはじめ、家族や友人、さらには一般市民の方々で埋まり、立ち見の方が出るほど盛況でした。担当者の話では「当初、１２０席の椅子を用意した。しかし、たちまち満席になった。何度か追加の椅子を運び、最終的には１７０～１８０席になったかもしれない」ということでした。
《恒例の祝謡・祝舞で幕開け》
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東濤会の佐藤章夫会長が主催者を代表して挨拶した後、佐藤会長をはじめ鈴木展夫、松田博之、田中和一の４君による祝謡・祝舞が披露され、舞台は厳かな開幕となりました。
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４君はいずれも観世流。２０年から４０年のキャリアを誇り、紋付き、袴姿の謡曲・仕舞は東濤会の主要イベントに欠かせない存在となっています。
今回は佐藤会長が天下泰平などを祝う「鶴亀」、鈴木君が平家物語ゆかりの「八島」を舞ったほか、４人そろって「猩々」を連吟。集まった人たちをまず夢幻、幽玄の世界へ誘ってくれました。
《ポピュラーバンドは学生時代からの仲間》
４人が退場すると舞台は一転してポピュラーバンド「スイートメモリーズ」の登場です。近藤元一君（スチールギター）、園部稔君（エレキギター）、山川茂君（ウクレレ）、武田俊章君（ドラム）、安孫子慎一郎君（クラシックギター）らの“親父バンド”。大学時代からのバンド仲間を中心に、山形近辺の地域活動や福祉施設の慰問などで演奏活動を続けているそうです。今回は茨城県鹿島市在住の江口淳男君がボーカルで参加しました。演奏は最初に映画「フラガール」の主題歌。明るいメロディーの中にも震災復興の願いをこめたそうです。続いて園部君の弾き語りで「昴」。さらに江口君がスイートメモリーズの演奏をバックに「知りたくないの」「ダニーボーイ」をしっとりと聴かせてくれました。
《鈴木条太君（鹿島市）のオカリナ演奏》
続くオカリナ演奏は鈴木条太君。江口君と同じく茨城県鹿島市から駆けつけてくれました。オカリナ歴は３年。素朴でまろやかな音色は「また君に恋してる」「遠くへ行きたい」の２曲でした。「また君に恋してる」は新庄市出身の森正明さんが作曲し、坂本冬美さんのカバーでブレークしていただけに、客席の関心も高かったようです。
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《邦楽は三味線と尺八の共演》
第１部の最後は邦楽。三味線・久間木国男君と尺八・渡邊宏一君の共演です。
若い頃から歌舞伎が好きだったという久間木君は５０代から長唄の三味線を始め、吉住流の吉住小登江さん（山形市）に師事しているそうです。
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一方の渡邊君は「江山」の山号を持ち、尺八を楽しむ会を主催するなど幅広い活動を続けています。この日はそれぞれの持ち味を出しながら、息の合った「越後獅子」で第１部のフィナーレを飾ってくれました。
《第２部・鈴木正朗君が原語で「オーソレミオ」》
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１５分の休憩を挟み、第２部は今回の文化祭実行委員長でもある鈴木正朗君がナポリ民謡「オーソレミオ」を原語で歌ってスタートしました。同君は日頃、歌う姿を封印（？）していただけに、出演を心配する声が強かったようです。しかし、持ち前の“強心臓”と今回、ゲスト出演してくださったヴァイオリニスト・池田敏美さん（最上町在住）のサポートやピアニスト・田中奈織美さん（山形市在住）の伴奏で何とか大役を果たし、周囲をホッとさせました。
《東濤管弦楽団のクラシック演奏》
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続いて登場したのはクラシック演奏の東濤管弦楽団。昨年９月に誕生したそうです。構成メンバーは高坂知勝（チェロ）、佐藤勇（フルート）、佐藤栄一（ヴァイオリン）、三浦剛（フルート）、渡邊宏一（尺八）の５君。高坂、佐藤（勇）の両君は東京、佐藤（栄）、三浦、渡邊の３君は山形が拠点のため、一緒に練習する機会が少ない。このためメンバーが何度か山形－東京間を往復し、リハーサルを重ねてきたそうです。
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佐藤（栄）君がご母堂の不幸で出演できなくなったため、プログラムの１部を変更し、演奏はメンデルスゾーンの「歌の翼に」、ビゼーのカルメンから「ハバネラ」、ペッヘルベルの「カノン」、エルガーの「愛の挨拶」の４曲。
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「歌の翼に」は三浦君のフルートと渡辺君の尺八、「ハバネラ」は佐藤（勇）のフルートと高坂君のチェロ、「カノン」は佐藤（勇）、三浦君のフルートと高坂君のチェロ、最後の「愛の挨拶」は佐藤（勇）、三浦君のフルートと高坂君のチェロに渡辺君の尺八が加わった演奏でした。
《ヴァイオリン、ピアノのゲスト出演》
ステージおよび客席を文化祭モードからコンサートモードに一転させてくださったのがゲスト出演の池田敏美さん（ヴァイオリン）と田中奈織美さん（ピアノ）です。お二人は「音楽の楽しさ、美しさを多くの人に直接、伝えたい」と各地の多彩なコンサートに出演し、意欲的な演奏活動を続けています。この日の出演は全国的にも珍しい「高校同期生の古稀文化祭」ということで快く引き受けてくださったそうです。
演奏はバッハ「Ｇ線上のアリア」ではじまり、クライスラー「ウィーン風小行進曲」、ロシア民謡「百万本のバラ」、小椋佳「シクラメンのかおり」と続き、最後はモンティ「チャルダッシュ」でした。３月の震災で亡くなった方々の冥福を祈った後は、一転して軽快で流れるような曲、さらにアレンジ曲の魅力、自由奔放な曲－といったように、分かりやすい言葉を添えながら、音楽の魅力を直接、伝えてくださいました。東濤会以外の方々にも満足していただけたのではないでしょうか。
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《フィナーレは女性合唱団》
音楽会の最後は東濤会の女性有志による合唱でした。東京から参加した４人を含め１１人がステージに立ち、池田敏美さんのヴァイオリンと田中奈織美さんのピアノを伴奏に１曲目は「赤とんぼ」。そして２曲目の「ふるさと」はフロアの客席も一体になった全員の合唱で盛り上がり、感動的なフィナーレを迎えました。
《懇親・交流パーティー》
　音楽会の後、山形東濤会の芋煮会を兼ねた懇親・交流パーティーが山形国際ホテルで開かれました。出席したのは県外からの参加組を含め約８０人。音楽会にゲスト出演の池田さん、田中さんも同席してくださいました。
ヴァイオリンの池田さんはアルコールを目の前に、ざわつき気味の宴席でも敢えて演奏してくださり、芯が強いというか、心の広さまで伝わってくる感じがしました。
文化祭の話題を“肴”に和やかな歓談が続く中で、音楽会の司会・進行を務め、自らもフルートを演奏した三浦剛君が赤い法被姿で登場。音楽会とはまったく違った雰囲気で南京玉すだれの妙技を披露し、多芸な一面をのぞかせてくれました。
《美術展は１０月２日（日）から１０日（月）まで》
一方、美術展は１０月２日（日）から１０日（月）までの９日間、山形国際ホテル４階の展示室「メセナ」で開催されました。
作品は油絵、水彩画、日本画、俳画、木版画、書道、篆刻、写真、彫刻、陶芸、ガラス工芸、鋳金、籐工芸、源氏物語絵巻模写、鎌倉彫、日光彫、俳句、川柳など多彩な分野にわたり、出展は１５０点にも上りました。
東濤会メンバーが趣味として長年、取り組んできた領域が多いだけに、作品のレベルが高く、いずれの分野も秀作ぞろい。普段、目にする機会が少ない分野の作品もあり、会場を訪れた一般市民の方々から様々な質問が寄せられていました。
期間中、会場入り口の芳名帳に県内外の約４００人から記帳していただき、当初、実行委員会が見込んでいた人数よりはるかに多くの方々から鑑賞していただくことができました。
《ご夫人方の作品も展示》
美術展では東濤会メンバーばかりでなく、ご夫人方の作品が存在感を示していたようです。早坂直夫人・久美子さんの絵画「最上川」、安部忠昭夫人・みつさんのチャイナペインティング「絵皿」と「ティーセット」、渡邊宏一夫人・喜恵子さんのガラス工芸（トンボ玉）「ネックレス」、前田訓義夫人・和子さんの籐工芸「バッグ」「花器」「籠」など、繊細で華やかな作品で会場に彩を添えてくださいました。
《出展者と主な作品は次のとおり（敬称略）》
【油絵】高橋成知「鷹ノ巣風景」「湖の秋」。沼沢和子「新緑の壺」「ガラス瓶の静物」「絵とモチーフ」ほか１点。早坂直夫人・久美子「最上川」
【水彩画】鈴木恒太郎「新春の馬見ケ崎」「夕日に輝く蔵王」ほか３点
【日本画】伊藤庄一「かぼちゃ」「からすうり」（俳画）。小川徳男「源氏物語絵巻模写」３点。川井玲子「凛として」「いのちをつなぐ　野葡萄」ほか２点。森倫子「母日和」
【木版画】浦山宏「山形城東大手門」「彼岸花」「おもだか」。松ノ井久弘「鬼百合」「群」「冬の川」。縄野光邑「囲碁を楽しむ三老人」「趣味に打ち込む三福神」ほか１点。
【書道】浦山宏「山部赤人の歌（万葉集）」「無」「蘭」。川井玲子「倭漢朗詠集から　無」「子規の句　水仙」ほか２点。
【篆刻】浦山宏「學而時習之不亦説乎（論語）」「大巧若拙（老子）」ほか１点。早川ちどり「直指人心」
【写真】鈴木和子「古木が詩う」「光の中で」「慈」「終焉の一瞬」。徳永正靱「コリャーク山（カムチャッカ）」「ドリュ（モンブラン）」。中村弘「希望のあゆみ」「木曽秋色」「薄暮花火」。森　倫子「エッ、へび？」
【彫刻】沼沢政辰「月」「笛」「木かげ」「ぽち」。森倫子「金剛法菩薩座像」
【陶芸】江口淳男「花器」「水差し」「酒器」。土井順子「おさげ」。細谷俊郎「染付　タコ唐草紋大皿」「色絵　コスモス紋壺」ほか４点。安部忠昭夫人・みつ「絵皿（チャイナペインティング）」ほか１点。
【ガラス】高橋成知「葡萄（エッチンググラス）」ほか３点。渡邊宏一夫人・喜恵子「ネックレス（トンボ玉）」２点。
【新一閑張り】江口淳男「矢筒」「書類箱」「カゴ」「ざる」【鎌倉彫】亀ヶ谷修子「合わせ鏡」「ハンドバッグ」「飾盆」
【鋳金】逸見誠司「古鏡」「花器」【日光彫】門間鈴夫「八角飾箱　どくだみ紋」「手鏡　ぼたん紋」
【鉄道模型】前田訓義「昭和３０年オリジナル風景」【籐工芸】前田訓義夫人・和子「バッグ　網代編」「あけび長花器」ほか２点。
【俳句（氏名のみ）】安部忠昭、市川みち、井上　茂、木村　勲、佐藤章夫、佐藤顕也、清水　彬、推名誠一、杉浦文明、鈴木敏子、鈴木正朗、中島美通、三井幸太郎、向裕
【川柳（同）】古川智義
【著作物】伊藤庄一「句集　蔵王嶺」。浦山宏「絆（年賀状木版画集）」。鹿野道彦「農の復権－２１世紀・農林水産業の活力を求めて」「山形新幹線－鉄道の復権」。近藤元一「６８０９マイコン製作実習（上・下）」。佐藤章夫「若い農民の見たアメリカ」「農業水利と国家・ムラ」。冨樫　徹「浜田広介の世界－その魅力」「清流－人物篇・文学篇」「生きるということ－橘朱果詩文集」。沼沢和子「宮本百合子論」「宮本百合子の時空」。三井幸太郎「句集　銅鐸」「句集　仏の息」。故高橋康雄「夢の王国－懐かしの少年倶楽部時代」「正宗白鳥」「玄奘三蔵」。
《置賜観光とゴルフコンペ》
音楽会、親善・交流パーティーの翌日６日（木）はゴルフコンペと置賜観光のプランが用意され、ゴルフコンペには男性２１人、置賜観光には男女合わせて１６人が参加しました。
ゴルフコンペの会場は蔵王カントリークラブ。心配された雨もあがり、いつもながら和気あいあいのプレーを楽しみました。
《ゴルフコンペは岡部正美君が優勝》
優勝は岡部正美君。相変わらず安定したスコアメイクでネットは７２・４（アウト４２、イン４６＝グロス８８、ハンディ１５・６）でした。準優勝はネット７２・８の桜井紀夫君。桜井君はベストグロス（アウト４４、イン４２＝８６）でした。以下の上位入賞は次の通り（敬称略）。③加藤洋一④古川智義⑤山川茂⑥佐藤圭司⑦佐藤顕也⑧江川洋佑⑨清水彬⑩小川徳男
《浜田広介記念館や伝国の杜などを見学》
置賜観光は６日（木）、７日（金）と１泊２日の日程。男性１０人、女性６人が４台の車に分乗し、６日は高畠町の浜田広介記念館と高畠ワイナリーを見学しました。案内役は同町在住の冨樫徹君。高畠の後、米沢では伝国の杜に寄り、同夜は白布温泉の東屋に宿泊。温泉に浸りながら文化祭の疲れを癒し、ゆっくりと寛ぎました。
２日目の７日は吾妻の紅葉狩りを楽しむ予定でしたが、あいにくの雨模様。米沢市内で上杉家歴代藩主の廟所や東光酒造を訪れたほか、昼食は名物の鯉料理を心ゆくまで味わいました。
米沢の味と言えばＡＢＣ。アップル（館山りんご）、ビーフ（米沢牛）、カープ（鯉料理）なのだそうです。皆さん満足してくださったようです。午後２時過ぎにＪＲ米沢駅で解散し、県外の方々からも帰途に着いていただきました。
（文責：小笠原英雄ほか文化祭取材班、写真：松永貴夫ほか）
秋の叙勲・阿部杉人君と阿星嘉彦君が受章
《２月５日（日）、山交ホールで祝賀会》
平成２３年秋の叙勲で阿部杉人君が「瑞宝中綬章」、阿星義彦君が「瑞宝双光章」を受章しました。
阿部君は元会計検査院第１局長。会計検査事務功労での受章です。阿星君は元県商工労働観光部長。地方自治功労でした。
山形東濤会の有志が発起人（代表：加藤洋一君）となって２人の受章祝賀会を２４年２月５日（日）正午から山形市の山交ビル７階「山交ホール」で開催することになりました。会費は６，０００円。問い合わせは鈴木正朗君（０９０－１３７４－２４４９）へ。申し込み締め切りは１月１０日（火）となっています。
訃報
　元木　和幸君（〒９９９－３７０２　東根市温泉町１の７の１２）
平成２３年１０月１１日逝去。東根温泉「花の湯ホテル」社長。
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旧県議会議事堂で開かれた音楽会





音楽会を収録したＤＶＤ





ポピュラーバンドの熱演（写真集から）





鈴木展夫君の祝舞「八島」





三味線の久間木君と尺八の渡邊君





フルートとチェロの共演





田中奈織美さん





池田敏美さん（左端）と舞台に立つ女性合唱団





多芸ぶりを発揮した三浦剛君





多岐にわたる作品が展示された美術展会場





書道の作品から





陶芸の作品から





陶芸の作品から





俳句の作品から





ゴルフコンペ参加者の記念撮影





米沢の味・鯉料理店の前で





【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス　①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。








【あ　と　が　き】


年３回の発行ペースを維持し、今回の第１５号は文化祭特集としてまとめました。この編集にあたり２度、スタッフ会議を開きました。いずれも仙台在住の浦山宏君が打ってくれた蕎麦を食べながら…です。浦山君は達人・松ノ井久弘君の手ほどきを受けたそうで、山形では口にできないような風味の蕎麦を打ってくれます。「素人なのに何故？」というほど旨く、今後の会議に欠かせない存在になりつつあります。秘訣は新鮮な「蕎麦粉」にあるらしい。福島県南会津方面で採れるらしく、その材料がいつも手に入るのかどうか。これからも打ってもらえるのかどうか。原稿そっちのけで蕎麦を心配するスタッフでした。（Ｏ）
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